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＜連絡事項＞

· 9/14　13：30～晴山美智子様の退院療養検討会実施。デイケアからは、摩尼、中居が出席することとする。

· 9/15　10：30～我満奈津紀様のケア会議実施予定。

· 今週と来週課内研修に伴う勤務変更があるため、各自確認すること。

· 情報伝達ミス事例、の記入期限が9/15までとなっているため早目に記載すること。
· 通所リハビリテーションのデータベースの書式が完成したため、各自担当分の情報を打ち込んでいくこと。
＜外来より＞

秋山　和子様～「9/19お父様の納骨のために百石へ行ってくる」と話されている。

其田　淑子様～「よこまちで転んで、足を痛めた為西村整形に通っている。アキレス腱炎症と診断された。」と話されている。

溝越　キク様～デイケアで朝食後薬をきちんと飲んでいると報告されている。

村井　節子様～9/28採血予定である。

淡路　智恵子様～一週間分の血圧測定の結果を主治医へ提出し、「安定しているので大丈夫です。」と外来医より話されている。

加藤　大介様～バイトをしたいのでデイケアを辞めたいと話されている。友達とよく出歩いて、週に2回ほど酒を飲みに行っているとのこと。薬との関係について主治医より説明されている。また就職については青明舎へ相談してみる事を勧め、デイケアの退所については次回の受診時に再度確認することとしている。

神山　和典様～主治医より、生活リズムや服薬について乱れがないようにと説明されている。

戸賀沢　潔様～主治医より生活リズムについて乱れがないように説明されている。

＜利用者様情報＞

番沢　政勝様～昨日外来にて「疲れた、入院したい」と話す。理由を問うと青山荘退所後の行き先としてアパートを探しているが見つからない、自炊が上手く出来ない、デイケアでの就労プログラムについて悩んでいる、対人関係が上手くいかない、とのこと。

本日、青山荘にて本人様、母様、スタッフで面談を行う。本人様は入院希望されているが、母様が金銭的な問題もあるため一週間程様子をみて欲しいとのこと。その間はデイケアや青山荘のプログラムには入らずに、ゆっくりと休養を取ることで本人様も納得されている。その後入院したいという考えが変わらなければ受診時に主治医へ再度相談することとしている。

鈴木　恵美子様～スタッフが腹部の張りを感じ、下剤の服用を確認すると「あまり飲んでいない」とのこと。本人へ下剤の必要性を説明し、納得されている。今後通所後の服用確認の声掛けを行っていく。

＜就労前準備段階プログラム、導入面談結果＞

参加希望者全員と面談中であり、進行状況の確認

番沢　政勝様～本人様、自らオリエンテーションに参加され、面接希望となる。

9/12個人面談実施。｢仕事はしたいけれど、今は肺を患っているため無理かなあと悩んでいる｣とのこと。退所後のアパートが見つからないことや、食事作りを上手く出来なくて不安だと話される。アパートについては「退所期限は4月であるため、今から見つける必要は無いこと」食事については「少しずつ覚えていけばよい事」を説明する。また本人様「挨拶をしても返してくれない人がいる」と対人面で悩んでいるとの事。具体的に伺うと「草刈の仕事をしている人に挨拶したが無視された。」とのこと。スタッフより、聞こえるくらいの大きな声で挨拶したか伺うと「それは分からないけど無視された」と考えは変わらない。

今回の就労前準備段階プログラムでは、挨拶や基本的マナー、一般常識を中心に行うため、対人関係だけに目的をおいて行っても良いことを説明すると本人様納得し希望されている。しかし、9/10外来時「入院したい」との訴えあり。そのため今回の就労前準備段階プログラムでは参加の延期を考えている。

巴　勇樹　様～9/14　個人面談実施。自己評価の高い項目もあるが、ある程度適切に評価されている。本人様が考える課題として、対人面を挙げられている。具体的には話せる人はいるが、いつも話し掛けられてから答えているので、自分から話し掛けられるようになりたいとのこと。社会資源の利用なども家族に頼ってしまっていて、年齢に相応した服装が出来ないでいるとのこと。スタッフより将来的に就きたい仕事を聞くと、漠然とした返答が多く自己の経験が少ない為イメージ出来ないでいると考えられる。上記の課題の改善を目的に今後就労前準備段階の導入を行っていく。

佐藤　朗子様～9/14面談実施。就労の目的は、大学に行きたいのでお金を稼ぎたい。「大学受験のためには何かしていますか？」の問いには「読書と地域で開催される八戸の歴史を勉強するセミナーに行っている」とのこと。最近デイケアへの遅刻がない事を評価すると「眠いけど頑張っています。」と話されている。自己評価は大体適切に評価されている。苦手な事として、対人面を挙げられ、具体的には声を出す事が苦手だとのこと。就労前準備段階プログラムを行っていく中で、自分で負担が掛りすぎていると感じる場合や、スタッフから見て負担になっていると感じる場合は面談を実施し、その結果に応じて辞めることもできることを説明し、プログラムへ導入していくこととする。

川口　八寿子様～9/12面談実施。自己評価は高めである。苦手なこととしては対人関係を挙げられている。具体的には余り発言しない人と同じグループになると自分が全部進めてしまうとのこと。

今回の就労準備段階プログラムの内容は、挨拶や基本的マナー、一般常識を中心として行うため、すぐに就労へ繋がるわけではないことを説明すると「思っていた内容と違うなあ」と悩まれている。上記の対人関係の問題であればデイケアでの普段のプログラムへ参加した方が改善しやすいことを確認している。すると、もう一度考えてみたいとのことで、後日再度面談予定である。
